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　全ての子どもが元気に生活できるように、令和７年度（西暦2025年度）

から５年間の岡山県の取組や目標をまとめた計画です。将来の岡山をより良く

するためにも、少子化の流れを変え、子どもや若者が幸せに暮らしていける

よう、この計画に沿ってさまざまな取組を行っていきます。

　岡山県では、子どもや若者が幸せに暮らしていけるようにするための今後

５年間の計画を作りました。

　その計画を簡単にまとめたのが、この「やさしい版」です。子ども・若者の

みなさんにも知ってほしいことを中心に、わかりやすくなるように、やさしい

表現で書きました。

　これをきっかけに、ぜひ「岡山いきいき子ども・若者プラン2025」も読んで

もらえるとうれしいです。
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はじめに
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（2024年度）

令和7年4月
（2025年度）

令和12年3月
（2029年度）

計画作成
けいかくさくせい

計画にもとづきさまざまな取組を実行
けいかく とりくみ じっこう

岡山いきいき子ども・若者プラン2025は、ウェブサイトでみることができます。 ▶

岡山いきいき子ども・若者プラン2025って、何？
お か や ま わ か も の な にこ

岡山県の少子化対策のＰＲキャラクターです。令和5年度、小学生のみなさんに元になる絵を募集して生まれました。
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　いま、子どもの数がどんどん減っています。

結婚したいのにできない人、子どもがほしいのに願いがかなえられない人もいます。

　世の中の様子も目まぐるしく変わっています。かつては、子どもは、ご近所付き

合いがある中で育っていたけれど、今は、ご近所とのつながりがうすくなりがち

です。さまざまな事情で、つらい思いや、いやな気持ちをかかえている子どもや

若者もいます。

　世の中はこの先も大きく変化していくけれど、やっぱり地域には子どもがたく

さんいてほしいし、自分に自信をもって元気いっぱいに育ってほしい。そのために

みんなで応援していこう。　

　こういった背景や考えをもとに、このプランをつくりました。
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どうしてこのプランをつくるの？
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  すべての子  ども・若者が
  「おかやまに  生まれ、育ち、
   本当に良か  った」と思い、
笑顔で暮らせる  未来に向けて 
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このプ　ランで
大事にする思　い（基本理念）
だい おもじ
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子どもや若者が大切にされ、心も体　も元気に成長できる社会を目指し、

みんながひとつになるために、こ　のプランで大事にしたい思いを、

　基本理念　にしました。



05岡山県が令和７年度からの
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５年間で取り組もうとしていること
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  すべての子  ども・若者が
  「おかやまに  生まれ、育ち、
   本当に良か  った」と思い、
笑顔で暮らせる  未来に向けて 
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子どもや若者が大切にされ、心も体　も元気に成長できる社会を目指し、

みんながひとつになるために、こ　のプランで大事にしたい思いを、

　基本理念　にしました。



岡
山
県
の

取
組

01

岡山県の
取組 結婚したい、子どもがほしいと

思うとき、その希望がかなう
環境を整えます

結婚、妊娠・出産の希望がかなう環境の整備

01
大きくなったら、あなたはどんな生活をしたい？
仕事は？家族は？結婚や子どもを持つことについての
考え方はさまざまです。それぞれの人の考え方を大切に
しながら、結婚したい、子どもがほしいと思う人の希望が
かなう環境をつくります！

赤ちゃんがお母さんのお腹にいるときから大きくなるまで、みんなが健康に

過ごせるように、こども家庭センターなど身近な市町村の施設や場所で相談や

サポートが受けられるようにします。

結婚したい、子どもがほしいと思う人を応援します。結婚したいと思っている

人同士が出会える機会や、結婚している人や子どもを育てている人から話を

聞ける機会をつくります。

結婚や妊娠・出産といった人生の大事なイベントを、自分でしっかりと選べる

ように、妊娠のしやすさと年齢の関係、若いころからの健康づくりの大切さ

などの正しい知識を広めたり、将来を考えるきっかけをつくったりします。
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項　目 現　状

3.7（R5）

55.6 %（R5）

86.7 %（R5）

11,575人（R5）

3.94
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目　標

婚姻率

妊娠と年齢の関係について正しく知っている県民の割合

出生数

妊娠・出産に満足している者の割合

※婚姻率 … 千人あたりで、その年に結婚した男女の組数

※
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乳幼児期における教育・保育の充実

小学校に入学する前の
教育や保育を
充実させます

岡山県の
取組

02
あなたが小さかったとき、助けてくれたのは？
子どもや子育てをしている人を、
みんなで応援するやさしい社会を目指します！

親子で気軽に集まって、遊んだり、悩みを相談したりできる場所を増やします。

また、地域で子どもたちの遊び相手になったり、親の手助けをしてくれる人を

育てたり、子育てに必要なお金を支援したりします。

保育園で働きたい人を支援し先生を増やしたりして、保育園に入りたい

子どもがみんな入れるようにします。また、幼稚園や保育園などが、子どもたちに

とってより良いものになるように支援します。

みんなで協力して、子どもの成長を見守り、子育てしている人を応援する

やさしい社会をつくります。
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項　目 現　状
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子ども・若者の成長を支援する環境の充実

自分で学ぶ力や、豊かな心、健やかな体など、心も体も元気に成長するために
必要な力が身に付けられる学習環境をつくります。

1

「やりたいこと」や「なりたい自分」を見つけ、チャレンジできる学びや活動を
推進します。

3

子どもや若者が、さまざまな学びや体験、活動ができて、安全・安心に過ご
せる場所を、みんなで協力してつくります。

4

赤ちゃんや高齢者との交流、自然体験やスポーツ・文化活動など、地域や
さまざまな年代の人と関わる機会づくりに取り組みます。

5

自分や他人の人権を守る意識や態度、正義感、思いやりなど、豊かな心を育て
ます。また、県青少年総合相談センターなどで、一人ひとりの悩みや不安に
寄り添ったサポートをします。

2

子ども・若者が
心も体も元気に成長できる
環境を充実させます

岡山県の
取組

03
あなたがさまざまな学習・体験を通じて、
元気に成長し、活躍できる環境を作ります！

07

37.5%（R5） 52.5%
60.4%（R5） 72.0%

72.1%（R5） 74.4%
64.3%（R5） 66.3%
53.5%（R5） 56.5%
44.9%（R5） 47.4%
84.1%（R5） 86.4%
76.8%（R5） 80.6%
65.8%（R5） 83.0%

「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童生徒の割合

「運動やスポーツをすることが好き」と
回答した児童生徒の割合

「地域や社会をよくするために何かしてみたい
と思う」と回答した児童生徒の割合

小学校6年生

中学校3年生

小学校5年生

中学校2年生

小学校5年生

中学校2年生

小学校6年生
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男
子

女
子

項　目 現　状 目　標
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きめ細かなサポートが必要な子ども・若者や家庭への支援

子育てに悩んでいる人を支援するなどして、虐待を防ぎます。

子どもが権利の主体であることを、子ども自身や大人に広く知らせます。また、

施設や里親の元で生活する子どもの声を聴き、大人になるまでサポートします。

2

1

障害のある子ども・若者や家族が継続してサポートを受けられるようにします。

また、障害のある子どもも、ない子どもも、いっしょに活動できるようにします。
3

ひとり親家庭の子どもが健やかに育つよう、ひとり親家庭の子育てや家事、

就職を支援して、安心して生活できるようにします。
4

生まれ育った環境に左右されず、夢や希望をもって生きることができるよう、

教育や生活などを支援します。
5

さまざまな理由で、
サポートが必要な子ども・
若者や家庭を支えます

岡山県の
取組

04
さまざまな理由で、生きづらさを感じている子どもや
若者がたくさんいます。そんな、サポートが必要な
子どもや若者、家庭に必要な情報や支援を届けます。

08

項　目 現　状

33.4%（R6.3）

85.6 %（R5）

85.5 %（R5）

54 %

87.3 %

87.3 %

91.1 %（R5） 95.0 %

113団体（R5） 161団体

目　標

子どもの貧困対策に係るネットワーク事業に参加している団体数

里親等への委託率

「学校に行くのは楽しい」と
回答した児童生徒の割合

高校生活に満足している生徒の割合

小学校6年生

中学校3年生

取組04の目標（主なもの）

こま し えんかこ ていわか ものひつ よう

こう もく げん じょう もく ひょう

がっ こう い たの

かい とう じ どう せい と わり あい

こ ひんこんたいさく かか じぎょう さん か だんたいすう

さとおやとう い たく りつ

こう こう せい かつ まん ぞく わり あいせい と

だんたい だんたい

り いゆう

わかこ し えん とどもの ひつ ようか てい じょうほう

わか もの ひつ よう

かん こ

しょうがい

しょうがい こ かつどうこ

こ わかもの か ぞく けいぞく う

こ そだ なや ふせひと し えん ぎゃくたい

もと こ こえ き おとなし せつ さとおや せい かつ

こ じ しん ひろお とな しこ けん り しゅ たい

う そだ ぼう

きょういく せいかつ し えん

かんきょう さ ゆう ゆめ き い

か ていおや か てい

しゅうしょく し えん あんしん せい かつ

すここ そだ おや そだこ か じ

しょうがっこう ねんせい

ちゅうがっこう ねんせい

おかやまけん

とり くみ

ひつ よう こ

わか もの か てい ささ

り ゆう

とり くみ もく おもひょう



岡
山
県
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組

05

ワーク・ライフ・バランスと子育てにやさしい環境づくりの推進

仕事と生活のバランスが
取れる、子育てにやさしい
環境づくりを進めます

岡山県の
取組

05
仕事が忙しくて親子でふれあう時間が
取れない。子どもを育てるのが不安。
そんなことがないよう、安心して子どもを
育てられる環境づくりを進めていきます！

09

赤ちゃんや子どもが病気になっても、いつでも安心して病院で治療が受け

られる環境を整備します。

企業と協力して、だれもが仕事も子育てもしやすい職場になるよう、意識づ

けや、働き方の見直しを進めます。また、家庭の中で、男女が協力して家事や

子育てをする意識づくりを進めます。

2

安心して子どもを育てられるよう、住まいの確保のサポートや、気軽に子育ての

相談ができる体制づくりを行います。
3

子どもが安全・安心に生活できるよう、道路環境や遊び場を整えたり、防犯、

防災、事故防止などに取り組みます。
4

1

項　目 現　状

39.2%（R6）

93.7%（R5）

93.7%（R5）

53.1 %

95%以上

95%以上

302校（R6.9） 327校

目　標

14日以上の男性の育児休業取得率 

６歳児で麻しん・風しんの

予防接種を行っている割合

子ども110番セーフティーコーン設置校数

麻しん

風しん

取組05の目標（主なもの）

すい しんこ そだ かんきょう

こう もく げん じょう もく ひょう

さい じ ま ふう

よ ぼうせっしゅ おこな わりあい

じゅうよっかいじょう だんせい いくじきゅうぎょうしゅとくりつ

ばん せっ  ち  こう すうこ

いじょう

いじょう

こうこう

ま

ふう

そうだん たいせい おこな

あんしん こ そだ す かく ほ き がる こ そだ

あか ち うりょうこ びょうき あんしん びょういん

かんきょう せい び

い しき

はたら かた なお すす か てい なか だんじょ か じきょうりょくみ

きょうりょく し ごと こ そだ しょく ばき ぎょう

こ そだ い しき すす

こ あん ぼうはん

ぼうさい じ こ ぼう し と く

ぜん あんしん せい かつ どうろかんきょう ととのばあそ

あんふ

あん しん こ

そだ

じ かん

と こ そだ

し ごと いそが

かん きょう すす

おや こ

おかやまけん

とり くみ

し ごと

と こ そだ

かん すすきょう

せい かつ

とり くみ もく おもひょう
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06

子ども・若者の社会参画の促進と意見の反映

社会の一員として、子ども・若者が自分の考えや意見を言いやすい環境づくり

を進めます。
1

ボランティアや地域活動など、子どもや若者が社会づくりに参加する取組を

進めます。
2

自分たちに関わりのある取組について、子どもや若者が意見を言える機会を

つくり、その意見を県の取組へ反映できるようしっかりと話し合います。
3

子ども・若者が
もっと社会に関わり、意見を
言えるようにします

岡山県の
取組

06
子ども・若者にとって最も良い取組を考え、
実行するために、子ども・若者自身の意見を大事にします！

10

あなたの意見を教えてください！
　「岡山いきいき子ども・若者プラン2025」の主な内容を紹介してきました。

　このプランをより良いものにしたり、実際に取り組むときに参考にしたりするため、子どもや

若者が自分の意見を伝え、社会に参加できる仕組みとして、「ももっこの“声”」をつくりました。

　「ももっこの“声”」では、県のさまざまな取組について、子どもや若者から意見を聴きます。

また、寄せられた意見への回答や県の取組への活用状況なども同じページで紹介しますので、

あなたの意見を教えてください！

　すべての子どもや若者が「おかやまに生まれ、育ち、本当に良かった」と思って、

笑顔で暮らせる未来を、みなさんといっしょにつくっていきたいと思います。

「ももっこの“声”」ページはこちらから

はん えいそく しんわかこ もの しゃ かい さん かく い けん

こ もっと かんがよわか もの

こ わか ものじっ こう じ しん い じけん だい

と り く み

じ ぶん

い けん とり くみ はんえいけん はな あ

かか とりくみ こ わか もの けんい かいきい

さん か とりくみち いき

すす

かつどう わかもの しゃかいこ

すす

こ ぶんじ けんいかんが かんきょういしゃかい いちいん わかもの

おかやまけん

とり くみ

しゃ かい い けんかか

い

こ わか もの

こ え

おか

い け ん お し

やま わか もの おも ない よう しょう かいこ

わか

よ い けん かい

い けん おし

とう けん とり くみ かつ よう じょうきょう おな しょう かい

もの じ ぶん い けん

こえ けん とり くみ わか もの い きけんこ

つた しゃ かい さん か し く こえ

こ わか もの う そだ ほん とう おもよ

え がお み らいく おも

よ さいじっ と さんく こう こ



相談窓口一覧

岡山県青少年総合相談センター
（ハートフルおかやま110）

お か やま け ん せ い そう ごう そう だ んしょう ね ん

青少年に関するどんな悩みでもＯＫ。

必要に応じて適切な相談窓口や

ほかの相談機関を紹介します。

せいしょうねん

しょうかい

かん

おうひつ  よう てき せつ そう だん まど ぐち

そう だん き かん

なや

086-224-7110TEL

受付：8:30～21:30 年中無休（年末年始を除く）
うけ つけ ねんじゅうむきゅう ねんまつ  ねん  し のぞ

児童相談所
虐待対応ダイヤル「１８９」

じ だ ん しょどう

ぎゃく たい たい おう いちはやく

そう

虐待かもと思った時、すぐに児童相談所に通告、

相談ができる全国共通の電話番号です。

お近くの児童相談所につながります。虐待で

困っていたら「１８９」にかけてください。

ぎゃくたい

ちか

おも とき

そう だん

こま

ぜん こくきょうつう でん わ ばん ごう

じ どう そうだん つう こくしょ

じ どう そう だん しょ ぎゃくたい

189TEL

24時間子供ＳＯＳダイヤル
じ か ん こ ども

いじめで困ったり自分や友人の安全に不安が

あったりなど、子どものＳＯＳ全般について、

24時間いつでも相談できます。
じ かん そう だん

こま

こ ぜん ぱん

じ ぶん ゆう じん あん ぜん ふ あん

岡山いのちの電話
お か で ん わやま

自殺予防が第1の目的。孤独や不安で悩んで

いる人に寄り添います。

じ さつ よ ぼう だい もく てき

ひと よ そ

こ どく ふ なやあん

0120-0-78310TEL
086-245-4343TEL

(毎月10日は0120-783-556)
まい つき かとお

そ う だ ん ま ど ぐ ち い ち ら ん

※秘密は守ります。
※名のる必要はありません。

ひ みつ まも

な ようひつ

LINEはこちら
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